
令和６年 ３月 ８日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立碑小学校 

学校長 大塚 晋一 

令和５年度 目黒区立碑小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和５年５月２７日（土） 午後２時００分～午後３時００分 

           （・運動会の参観 午前８時３５分～１２時３０分） 

・学校経営方針の説明 

・質疑応答、意見交換 

（２）第２回実施日時 令和５年１０月２１日（土） 午後１時００分～午後２時００分 

（・授業参観「道徳授業地区公開講座」 午前１１時２５分～午後０時１０分） 

・本校の教育活動について 

・質疑応答・意見交換 

（３）第３回実施日時 令和６年２月１７日（土） 午前１１時２０分～午後０時３０分 

（・授業参観「碑フェスタ」 午前１０時２０分～午前１１時２０分 

・四者による学校評価アンケートの結果について 

・令和５・６年度の教育活動についての意見交換・質疑応答 

 

２ 参加者 

学校評議員   松本 保枝 様   鈴木 大二 様   原 美佐子 様   

浅野 一恵 様   堀内 一成 様 

 ＰＴＡ会長   中島 健友 様 

 

３ 評価の結果等 

評価項目 四者による学校評価アン

ケートの結果分析 

◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む）  

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について 

 

保護者 91.9％ ▲3.3% 

低児童 91.4% ▲1.6% 

高児童 84.9% ▲1.3% 

地 域 100%  ±0％ 

教職員 97.0％  ▲3.0％ 

⦿四者ともおおむね高い

評価を得ているが、昨

年度と比較して、地域

以外のポイントが下が

っている。アンケート

の取り方が昨年度と変

わっていることも要因

のひとつと考えられ

る。 

◎低学年児童の肯定的評

価の割合が高く、学校

生活でよいスタートが

切れていることがうか

がえる。 

●高学年児童については

・児童が学校を「たのしい」

と感じることができる

よう、より一層、授業内

容の充実、安定した友達

関係の構築、行事の工夫

を行う。 

・高学年児童においては、

発達段階上悩みを抱え

やすいことから、一人ひ

とりの様子をしっかり

と把握する。気になる児

童については、スクール

カウンセラーや特別支

援教室の教員等と連携

し、児童が安心して学校

・落ち着いて学校生活を過

ごしている様子がうか

がえる。 



肯定的評価が約 85％に

とどまった。個々に問

題を抱えている児童が

いることが窺える。 

◎地域については、３年

連続してよい評価をい

ただいた。学習環境を

整え、学校全体が落ち

着いていることが評価

に繋がっていると考え

られる。 

生活を過ごせるよう支

援していくとともに、

様々なことに対応でき

る力を育てていく。 

Ⅰ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

保護者 78.1％ ▲14.7％ 

地 域 100%  ±0％ 

教職員 93.9％  ▲3.4% 

 

◎２年連続して保護者・

地域とも肯定的な評価

のポイントが増加して

いたが、今年度は保護

者の評価が大きく下が

っている。来年度に向

けて、教育目標等を見

直すとともに、学校だ

より等で年間を通し

て、本校の教育活動を

発信していくことが必

要である。 

・本校の児童の姿を軸に、

教育目標の重点目標を

見直す。目標を具現化す

るために、各分掌ででき

ることを考え実行して

いく。 

・引き続き、本校の教育活

動を保護者・地域に理解

していただくために、学

校だより・学年だより等

で授業の内容や児童の

様子を発信していく。 

・教育目標は適切である

が、引き続き保護者に向

けて発信し、理解を促し

ていくとよい。 

Ⅱ 心の教育について 

・道徳科（道徳）の授業の

充実や児童・生徒の道

徳的実践力の向上に向

けた取組について 

 

保護者 79.2％ ▲6.5% 

低児童 95.4% ▲2.9% 

高児童 93.4% ▲2.8% 

教職員 93.9％  ▲0.7% 

 

◎児童・教職員とも 90％

以上の評価を得ている

が、昨年度と比較して

三者とも評価が下がっ

ている。保護者と連携

して心の教育を行って

いく必要がある。 

＜道徳授業地区公開講座「講

師講演」保護者アンケート

抜粋＞ 

「視覚障害のある方のお

話を聞いて、我々健常者と

変わらず生活されている

ことに驚いたとともに、少

しのヘルプも必要だと感

じました。それは特別な知

識や技能がないとできな

いことではなく、思いやり

で対応できるものだと感

じました。」 

「立場を変えて考えるそ

の想像力が優しさにつな

がると感じました。話を直

接聞いたり体験したりす

ることがやはり大切で、そ

うした機会を子どもたち

に作っていきたいと思い

ました。」 

・自己肯定感を高めるこ

と、自分と違う考え方を

受け入れる心のゆとり

をもつこと、苦手なもの

にも向き合うことがで

きる児童を育てていき

たい。そのために、児童

個々の心の様子を丁寧

に見ていくとともに、自

分の心への向き合い方

や人間関係をよくする

ためのスキルなどを道

徳科の授業を中心に全

教育活動において推進

していく。 

・道徳授業地区公開講座だ

けでなく、道徳科の授業

の内容や子どもの姿を、

学年だよりや学級だよ

り等で随時発信する機

会を設け、保護者の理解

を促す。 

・ICTの普及により、家の

中で個で遊んでいると

いう現状があり、コミュ

ニケーションの量が少

ない。それが、友達との

関わりの苦手や自己肯

定感の低さに繋がって

いるのではないか。 

・ディベートなど、話し合

いの時間を増やすこと

で、自分を大切にすると

共に、相手を思いやる気

持ちも育つ。ICT教育も

必須であり、学校でバラ

ンスをとって取り組ん

でいくことが大切。 

・本日の「碑フェスタ」の

発表では、各児童からの

質問を促す問いかけに

対して、参観している保

護者からの発言があま

り聞かれなかった。「よ

く調べたね。」などの声

掛けが欲しかった。それ

が、児童にとってコミュ

ニケーションとなる。事

前に学校から保護者に

啓発をしておくとよい。 

Ⅲ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

⦿「学校の勉強が分かる」

と答えた児童は低学

年・高学年ともに高い

数値を示しているが、

経年比較ではいずれも

数値が低下している。

特に、学習の導入期で

ある１年生において

10.6%、２年生の 12.1％

・低学年児童の学力定着の

ために、授業の終末に学

習内容を振り返る場を

設けるとともに、学習指

導員を活用して個に応

じた支援をしていく。 

・日々の学習の様子や校内

研究で取り組んでいる

内容を積極的に保護者

・「碑フェスタ」では、児

童の学習の成果が表れ

ていた。「自分で課題を

もって、追求し、考察す

る」という流れがよく見

えた。 

 



ついて 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

 

保護者 73.8％ ▲16.2% 

低児童 91.1% ＋1.9% 

高児童 92.8% ▲0.1% 

教職員 97.0％  ▲3.0％ 

の児童が「分からない」

と答えている。学力の

定着に向けた授業改善

が課題である。 

◎保護者の評価は昨年度

と比較し、16.2％下がっ

ている。昨年度は校内

研究の発表会もあり、

積み上げてきた研究内

容を発信する機会が多

くあったが、今年度は

発信が少なく、保護者

の理解に繋がりにくか

ったことが原因の一つ

だと思われる。 

に発信することで、保護

者に理解を促すととも

に協力を仰ぎ、学校と保

護者が連携して効果的

に学力の定着に努める。 

 

Ⅳ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

 

保護者 75.8％ ▲3.7% 

低児童 94.4% ▲1.9% 

高児童 80.5% ▲4.9% 

教職員 84.8％  ＋1.0% 

 

 

●昨年度は、感染症によ

る制限を継続しながら

も運動場の割り当てを

工夫したり、運動委員

会の取り組みを復活さ

せたりするなど、運動

の機会を積極的に設け

たことで、四者全てに

おいて、肯定的評価の

割合が大きく上がった

が、今年度は昨年度の

数値からは、若干下が

っている。高学年の意

識が低いことが課題で

ある。 

◎教職員の評価において

は、肯定的評価が一昨

年度は 60％台に留まっ

ていたが、昨年度大き

く上がり、今年度も若

干上がっている。教職

員自身が成果を感じて

いることがうかがえ

る。 

・児童の運動委員会が実施 

している「碑トライ」や

「長なわ月間」に、多く

の児童が休み時間に取

り組んでいる。来年度も

引き続き体力向上のた

めの活動を工夫してい

く。 

・高学年児童については、

休み時間や放課後に外

遊びをしている児童と、

室内で過ごす児童が一

定数いる。運動委員会の

取り組み等を利用して

積極的に体を動かす機

会を設けるとともに、

「ここカラダ月間」に自

分の健康を見つめさせ

るなど、児童自身で課題

をもたせ進んで実行さ

せていく。 

・コロナ禍で、内遊びの習

慣が身についてしまっ

た。公園等で座り込んで

ゲームをしている姿も

見かける。 

・高学年の肯定的評価が低

い傾向が見られるので、

積極的に力を入れた方

がよい。 

Ⅴ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の活性化などに

ついて 

 

保護者 80.5％ ▲5.0% 

低児童 95.4% ＋2.8% 

高児童 89.8% ▲2.7% 

地 域 100.0% ＋25.0％ 

教職員 93.9％  ▲3.4％ 

 

 

 

◎児童・地域・教職員の肯

定的評価は概ね 90％を

超えていて、良好であ

る。数年間続いていた

感染症の制限が解か

れ、運動会・学芸会など

の行事やクラブ活動、

異学年交流などが工夫

して実施できているこ

とによると思われる。 

●保護者による評価が経

年比較で下がってい

る。学校行事だけでな

く、異学年交流やクラ

ス活動など様々な特別

活動の様子を発信して

いくことが必要であ

る。 

 

・「運動会」については、

昨年度開催後の保護者

アンケートから多くの

要望をいただいた全校

一斉の開催に戻した結

果、他学年の活躍を見て

いただくことができ、支

持を得ることができた。

また、「学芸会」におい

ても、保護者参観の人数

制限をせずに行うこと

ができた。来年度も保護

者のニーズを鑑みなが

ら、様々な行事において

よりよい開催方法を検

討していく。 

・本校の特色である「くす

のき班（縦割り班）」活

動においては、感染症で

制限を設けていた数年

間十分な活動ができな

・コロナ禍で縮小していた

くすのき班（縦割り班）

が通常の取り組みに戻

り、異学年交流が増えた

ことがよかった。 



 
かったため、児童の自然

な継承ができていない。

高学年児童を育ててい

くことが課題である。 

・ホームページ等で積極的

に特別活動の様子を発

信していくことで、保護

者の理解を促すととも

に、高学年児童の有用感

を満たしていく。 

Ⅵ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、 

特別支援教育への取組

などについて 

 

保護者 77.8％ ▲11.7% 

低児童 94.1% ＋2.8% 

高児童 90.1% ＋1.0% 

地 域 100.0% ＋25.0％ 

教職員 97.0％  ＋5.3％ 

 

◎児童・地域・教職員につ

いて、昨年度と比較し

て評価が上がってい

る。特に、全学年共「き

まりを守って落ち着い

て勉強している」とい

う項目に対する評価が

90％以上の数値を上げ

ていて、子どもたちは

落ち着いて学校生活を

送っていることがうか

がえる。 

●保護者の評価について

は、昨年度と比較して

肯定的評価が 11.7%低

く 77.8％であり、児童

の自己評価と大きな隔

たりがある。しかし、

「分からない」と答え

た保護者が 12.7%であ

ることから、評価の材

料がなく、回答に迷っ

たことがうかがえる。

日常の学校生活の様子

を保護者に伝えていく

ための取り組みが必要

である。 

・引き続き、生活規律や学

校のきまりについて、何

のためにあるのかを子

どもたち自身に考えさ

せ、学年の発達段階にお

ける規律の徹底を全教

職員で一丸となって行

い、落ち着いた学校生活

を維持していく。 

・いじめについては、学習

e ポータルや i-check 等

も活用し、未然防止に努

める。 

・不登校については、児童

の思いを大切にしなが

ら、スクールカウンセラ

ーなど関係機関と連携

を行い、早期発見・早期

対応、また、長期的な見

守りを行う。 

・保護者の学校生活の参観

機会を設けるとともに、

日常の学校生活の様子

をホームページや学年

だより等で積極的に発

信していく。 

・子どもたちが、学校生活

を楽しんでいる様子が

うかがえる。運動会で他

学年を応援している姿

もよいと感じた。 

・一人っ子が多いので、学

校で集団の楽しさを感

じさせ、優しい心を育ん

でいきたい。 

・個々の様々な心の問題

は、コロナ禍での生活の

後遺症でもあるのでは

ないか。スクールカウン

セラーなども活用して

心のケアをしていきた

い。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

保護者 86.9％ ▲8.5% 

低児童 94.1% ▲2.2% 

高児童 96.4% ＋2.7% 

教職員 97.0％  ▲0.3% 

⦿児童、教職員から高い

評価を得ていることか

ら、児童の防災・安全に

対する意識が高まって

いることがうかがえる

が、保護者の評価が昨

年度と比較して下がっ

ている。 

◎今年度も、下校時の災

害を想定した訓練に取

り組み、児童は学習用

情報端末、保護者は

Home＆School にて安

否確認を行った。 

◎PTA に協力をいただき

変更した保護者の新し

い入校証の携帯が定着

し、不審者の学校侵入

を防ぐために効果的で

ある。 

・来年度も今年度同様、月

に１回の避難訓練と安

全指導において、様々な

災害を想定した実践的

な内容を行い、対処の仕

方を身に付けられるよ

うにする。 

・来年度も、碑住区の避難

所運営協議会と連携し

て、第６学年児童の避難

所運営体験を行う。その

ことで、第６学年児童を

災害時の地域の担い手

として育てる。 

・ＰＴＡ運営委員と連携

し、保護者の要望を積極

的に検討していく。 

・高学年で９０％以上の児

童が肯定的な評価を示

しているのは素晴らし

い。 

・毎月の訓練をしっかりや

っているので、大人より

も子どもの方が、実際の

場面で落ち着いて対応

できるのではないか。 

・避難訓練を保護者に参観

していただくことで、取

り組みに対する保護者

の理解が深まるのでは

ないか。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

◎第七中学校区の小・中

連携子ども育成プラン

の計画に基づき、「挨拶

・引き続き本校ホームペー

ジや学校だより等で、

小・中連携の取り組みの

・小・中連携の目的を保護

者に明確に周知すると

よい。 



の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

保護者 50.9％ ▲20.6% 

教職員 72.7％  ▲5.7% 

 

運動」「いじめ問題を考

えるめぐろ子ども会

議」を実施することが

できた。 

●経年比較で、保護者の

肯定的評価が大きく減

少したが、この項目に

関して「分からない」と

答えた保護者の割合が

一昨年度の 43.8％から

昨年度は 20.8 と％に減

少したが、今年度再び

43.9％という結果であ

った。保護者が最も見

えにくい項目であるの

で、取り組みを保護者

に進んで発信して理解

を促すことが課題であ

る。 

具体的様子を発信して

いく。 

・来年度も、今年度同様第

１学年の「幼稚園との交

流」、第４学年の「合唱

参観」第５学年の「出前

授業」や「いじめ問題を

考えるめぐろ子ども会

議」、第６学年の「部活

動体験」、年３回の３校

合同の教員の授業参観

及び研修会を実施し、幼

稚園との交流、また、中

学校までの９年間の連

続した学びについて実

践を深める。 

・他区の小・中一貫校と比

較して、目黒区は小・中

一貫校ではないので取

り組みが保護者に見え

にくいのではないか。そ

れが他区と比較された

時に低い数値が出てし

まう原因の一つではな

いか。 

 

Ⅶ 情報の発信、家庭・

地域との連携について 

・学校の情報発信や地域

人材の活用、保護者の

協力状況、PTA活動の

充実などについて 

 

保護者 75.3％ ▲18.8% 

地 域 100.0%  ±0.0％ 

教職員 100.0％  ＋8.1％ 

●昨年度と比較して、保

護者の肯定的評価が

20％近く低下してい

る。保護者が仕事のた

めにPTA活動に時間を

とることが困難になっ

てきたことを踏まえ

て、今年度から PTAの

活動がポイント制から

ボランティア制に移行

した。このことから、卒

業までに全保護者が

PTA 活動に直接携わる

機会がなくなったこ

と、また行事の際の

PTA のお手伝いを最小

限に留めたことが保護

者の協力状況の低下に

つながったと考えられ

る。 

◎学校の情報発信につて

は、夏季休業以降、保護

者宛て通知文のほとん

ど を 紙 ベ ー ス か ら

Home＆School に移行

したことで、情報を速

やかにそして確実に発

信することができた。 

◎地域については昨年度

同様、高い評価を得る

ことができた。公開等

で実際の児童の姿をご

覧いただくことはでき

なかったが、学校だよ

り等で日々の教育活動

の状況を丁寧に発信し

ていることが要因と思

われる。 

・PTA 活動については、

PTA会長が PTAライン

を利用して、学校や地域

の行事の際に、保護者の

協力の依頼や、行事の様

子を積極的に保護者に

発信してくださった。来

年度もさらに PTA 運営

部と連携を図っていく。 

・家庭と学校を繋ぐアプリ

「Home＆School」を利

用しての、学校からの通

知文や情報の発信、欠席

連絡、連絡帳機能が定着

し、学校と保護者の意思

疎通が速やかに、そして

確実に行えるようにな

った。引き続き有効活用

していきたい。 

・来年度も今年度同様、学

校ホームページで学校

生活の様子を積極的に

発信していく。 

 

・情報の発信媒体を、紙か

ら Home＆School に切

り替えたことで、保護者

が自分から情報を取り

に行かなくてはいけな

くなった。そのことが

「情報の発信」について

の肯定的評価の低下に

繋がったのではないか。 

・学校ホームページもアク

セスする人としない人

で二極化している。次第

に、情報の獲得の新しい

やり方に慣れていくと

思われる。 



Ⅷ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

 

教職員 93.9％  ▲3.4％ 

 

◎今年度も昨年度に引き

続き、「思考力・表現力」

の育成を掲げ校内研究

を充実させることがで

きた。教員の授業力を

高め、専門性を磨き、教

育公務員としての自覚

を高めることに繋がっ

た。 

◎経験年数が浅い教員が

多いという現状がある

が、若手教員が校内の

分掌を担いOJTを充実

させることで、有用感

をもって仕事を行い、

教員としての資質を身

に付けてきている。 

・今年度の研究の成果と課

題を検証し、来年度も引

き続き、研究主任・研究

推進委員を中心に、教材

研究や授業力向上に努

めていく。 

・来年度も OJT 主任を中

心に、計画的な人材育成

に努める。 

・経験の浅い教員が増えて

いることもあり、現場の

負担が大きいと思われ

るが、引き続き計画的に

人材育成に取り組んで

欲しい。 

Ⅸ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

 

教職員 81.8％  ▲7.1％ 

⦿「チーム碑」の意識が高

く、協力し、支え合いな

がら業務を行うことが

できている。教員の長

時間労働は昨年度より

は減少したが、以前解

消されていない。 

◎教職員の情報の伝達や

会議において情報端末

を積極的に利用し、業

務の効率化を図った。 

 

・来年度に向けて会議の精

選、組織の見直し、業務

のスリム化を図るなど、

教職員の心身の健康を

維持するための働き方

改革をさらに行ってい

く。 

・教員同士で共有できるも

のを考えていくことで、

仕事量を削減すること

ができるのではないか。 

・経験が浅い教員には、仕

事のやり方の要領を身

に付けさせていくこと

が大切。 

・スクール・サポート・ス

タッフの活用をさらに

拡げていきたい。・ 

 


